
 

『知的・発達障がいのある子どもへの性暴力防止セミナー2026』第 2部各回の概要 

 ゼロベースⅠ ゼロベースⅡ 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 

目

的 

知的・発達障がいのあ

る子どもとのコミュニ

ケーションでめざすこ

とを共有する。 

子どもが時間をかけ

てセルフアドボカシー

へ向かう過程のイメー

ジを共有する。 

子どもが自己肯定感

を高め、自分のバウン

ダリーにしなやかに立

てるよう、日常のコミ

ュニケーションを支え

るイメージを持つ。 

子どもが「今、ここ」と

時間のつながりを捉

え、けんりの主体とし

て自分の時間を生き

られるよう支えるイメ

ージを持つ。  

当事者とのコミュニケ

ーションを振り返り、

子どもの自己決定・自

己選択を支えるイメー

ジを持つ。 

コミュニケーション支

援でやりとりを見える

形にし、当事者と直接

向き合って対話する

工夫のアイディアを広

げる。 

金銭感覚を育むこと

が自律を育み、けんり

の主体としての自立

の道のりと捉え、社会

資源との協働を視野

に入れる。 

概

要 

● 子どものウェルビーイ

ングとけんりの実現

に向け、セルフアドボ

カシーを育む 

● 障がいのある子ども

とのコミュニケーショ

ン 

● 知的・発達障がいの

ある子どもたちが、

「知らない・分からな

い世界」から「知って

いる・分かる世界」へ 

● 子どものセルフアド

ボカシーの循環 

● セルフアドボカシーを

支えるコミュニケーシ

ョン 

● 日常の中でセルフア

ドボカシーを育む 

● 困りごとやニーズを

把握し適切な支援へ 

● 時系列でたどる事例

の変化 

● コミュニケーション支

援ツールが伝わりや

すさと人とのつながり

を高める 

● 支援者の関わり方の

要点と、子どもが安

心できるコミュニケー

ション環境づくりのポ

イント 

● 事例提供）わたしの

“やらかし”を共有 

● “尊厳”が自己肯定

感と自己効力感に与

える影響 

● 多様なコミュニケー

ション支援ツール 

● 当事者の力を信じ、

伝え合う姿勢が生む

エンパワメント 

● コミュニケーション支

援の全体像 

● 「〇×メモ」を継続使

用で、支援者にも変

化が生まれる 

● 子どもが自分に〇を

つける機会を増やす 

● 「わたし」の習慣を変

える 10秒レッスン～ 

● 同一性保持と、過去

の記憶からの解放 

● コミュニケーション支

援を、いつでもどこで

も当たり前に 

● 障がいのある子ども

一人ひとりが、けんり

を行使する主体であ

り、それぞれにバウン

ダリーがある 

● 子どもが「いやだ」と

感じても、どうしても

必要なことや避けに

くいことがある―子ど

もが安心できるコミュ

ニケーション 

● 「今、ここ」という時間

の感覚と連続性を理

解することで、主体と

して生きる力を育む 

● 時間軸を持つ 

● 巻物カレンダーの活

用例―子どもの成長

に合わせた変化 

● 「また伝えよう」「やっ

てみよう」という内発

的な動機づけ

STOP！障がいがあ

るから,STOP!どうし

ようもない（思い込み

を手放す） 

● 子ども本人とコミュニ

ケーションしている？ 

● 自己選択と自己決定 

● 知的・発達障がいの

ある子どもの選択を

めぐる誤解 

● 選択の機会を保障

し、自己選択・自己決

定を支える 

● 自己選択・自己決定

に向けた 3つのステ

ップ 

● 「選ばせる」ことが目

的ではない 

● 「選ばない」ことも選

択の一つ 

● 選択肢の示し方を工

夫する 

● ケーススタディ――

おこづかいの交渉 

● 4つの C 

● さまざまな場面で、一

貫したコミュニケーシ

ョン支援は可能 

● 支援者にも子どもに

も理解困難なコミュ

ニケーションの現状 

● 「困っているのは子ど

も」という視点をもつ 

● 目に見えない情報は

消えていくー消えな

い情報（見える形

へ） 

● 直接向き合って対話

する大切さ 

● 話を見える形にして、

わかりやすく伝える

工夫 

● 継続的な支援ツール

の活用がもたらすも

の 

● ウェルビーイングとけ

んりの実現のために

金銭感覚を育む 

● 金銭感覚の形成を

妨げる要因 

● 金銭感覚を育む実践

で用いたツール例 

● 事例を通して考える

金銭感覚を育む支援 

● 金銭感覚を育む過程

で起こること 

● 「親が管理すべき

か」「お金を持たせて

るべきではないか」と

いう社会通念 

● 子どもが責任を引き

受けるけんり社会資

源と連携しコミュニケ

ーションを通じてしな

やかな自律・自立を

支える 

事
例
の
ツ
ー
ル 

事例を通じてご紹介す

るコミュニケーション支

援ツール 

・吹き出しロング 

・おはなしツイン 

・おはなしメモ 

・〇×メモ 

・どうしてメモ 

・4 コマメモ 

・巻物カレンダー 

・見通しメモ 

・見通し下敷き 

・えらぶメモ ・おはなしツイン 

・おはなしメモ 

・みとおしメモ 

・吹き出しロング 

・4 コマメモ 

 


